持って いる 少数者 の 間の 思想 です。 その 思想 は 人 類 の 

平等 化 を 目的と する 民主主義で あっても、 その 思想の 

主張者が 高い 飛び離れた 位地に いて、 まだ 階級 的に 指 

導 者 または 支配者と いう 態度 を 以て 大多数の 人類に 臨 

まざる を 得ない 有様で ある 限り、 それが 果して 勝利 を 

得 て 、 大多数の 人類 の 間に 家常 茶飯と して 普及す る マ J 

と を 疑わない にしても、 それまでに は 多少の 期間 を 要 

する こと は 免れが たく、 その 期間に は 幾多の 逆流が あ 

リ、 幾多の 故障の 起る こと を 予想せ ねばな りません。 

現に ウィルソンの 思想 を 講和 条件に 具体 して 決行し よ 

うと すれば 各国の 軍備の 絶対的 撤廃 を 主張し なければ 



ウィルソン とか ロイド. ジ ョォジ とか だけ を 特に 崇拝 

ほ とん 

して 殆ど 神様 扱いに する ばかりに 推 尊 するとい うの 

は、 それだけ 世人が まだ 他人に 対する 公平な 批判力 を 

持たず、 自己の 力量 を ウィルソンの 力量と 比較して 同 

等に 信頼し 得る だけの 修養 も 自覚 も 持つ て いない こと 

の 反映に 過ぎない のです。 民主主義の 徹底す る 時代に 

は 偶像崇拝 の 思想 の 幻滅す ベ き は 勿論 のこと、 法外な 

たいえ いいし ゆく しゅんきょ 

英雄崇拝の 思想 もまた 自我の 退 嬰 萎縮と して 峻拒 さ 

れ ねばならな いこと だと 思います。 

こういう 風に、 人類の 教養と 訓練と に 優劣の 差が 甚 

だしく あって、 思想 的に は 急進派と 保守派と 無定見 派、 



どが それでしょう。 

か つて は 家族制度 を 必要と した 未開 時代 も ありまし 

た。 しかしながら 家長 一人の 力で 全家 族の 衣食と 教育 

とに 要する 経済的 条件 を 負担す る ， J とが 出来な い 上に、 

個人の 欲望が 大きくな り 多様に なって、 家族の 各が あ 

ながち 父祖 以来の 家業 を 守る こと を 好まず、 何人も 適 

材を 抱いて 適所に 奔 ろうとし、 また 父祖 以来の 家業 を 

守ろうと しても、 その 家業が 現代に 適しない もので 

あつたり、 あるいは 辛うじて 家長 一人に 属する 家族の 

最小限度の 経済 生活 を 支える に 足って、 到底 その他の 

大家族 を 養う ことが 出来なかった りする 現代の 家庭の 



実行し がたい、 無理な 註文で あるので す。 家族制度 を 

維持せ よと 強制す る こと は、 一 般 国民の 経済状態 を考 

えない 官僚 教育者の 僻説であって、 人と 制度との 主客 

関係 を顚 倒し、 制度の ために 個人の 自我 発展 を 阻止し、 

個人の 活力 を 圧殺して 顧みない もの だと 思います。 

たか だ やすま 

高 田 保 馬 氏の 新著 『社会学 的 研究』 の 中には、 また 

特殊の 見地から 家族制度 に対する 弱点が 暗示され てい 

ます。 即ち 人間が 家族 的 乃至 民族的と いうよう な 関係 

きょ う ， .1 

に 由って 小さく 結合す る 事 は、 それが 内に 向って 鞏固 

である ほど、 それだけ 排他的 精神が 強く 働き、 従って 

社会的 人類 的の 大きな 結合が 困難になる という 議論で 



想の 混乱 激動に 出会う の は 覚悟の 前です。 

ひゆ ここ さしはさ 

私 は 一 つの 譬喩 を茲に 揷 みます。 巴 里の グ ラン - 

ブル ヴァルの オペラ 前、 もしくは エト ヮ アルの 広場の 

午後の 雑沓へ 初めて 突き だされた 田舎者 は、 その 群衆、 

馬車、 自動車、 荷馬車の 錯綜し 激動す る 光景に 対して、 

足の 入れ 場の ない のに 驚き、 一歩の 後に 馬車 か 自動車 

に 礫き 殺される ことの 危険 を 思って、 身 も 心 もす くむ 

の を 感じる でしよう。 しかし これに 慣れた 巴 里人 は老 

若 男女と も 悠揚と して 慌てず、 騒がず、 その 雑沓の 中 

を 縫って 衝突す る 所 もな く、 自分の 志す 方角に 向って 

歩いて 行く のです。 雑沓に 統一が あるの かと 見る と、 



す。， J ろく 

正月の 遊びに も 西洋 趣味の 物でなくて 東海道々 中 双六 

を 用いて 欲しい と 望んで おられる 事です。 日本 音楽が 

西洋 音楽に 比べ て 非常に 劣等な 位地に 停滞して いる も 

かねつね きょす け 

ので ある 事 は、 新進の 音楽学 者 兼 常 清 佐 氏の 日本 音楽 

論 を 読まれて も 解る ことです。 兼 常 氏 は 日本 音楽 を 西 

こうもり 

洋 音楽に 勝る とする の は 蝙蝠 を 見て 飛行機より 偉大で 

あると する に 等しい といわれました。 博士 は 外国の 輸 

入物 を 嫌われる ことが まるでべ スト 菌に でも 触れられ 

るよう です が、 日本の 法律が 範を 独逸に 採って いるの 

は 勿論、 古く は 雲上の 御 称号の 文字 を 始め、 今日の 三 

潴 博士の 姓氏の 文字まで が 外国からの 移植であって 見 



れば、 パパと いい、 ママと いうの も 決して 忌むべき 理 

由はありません。 博士 はチチ (父) ハハ (母) という 

言葉 を 純粋の 国産 だと 思 つ て おられる のでし ようが、 

進歩した 言語学で は それが 支那の 古代語で ある こと を 

証明して います。 外国 産の 輸入 を 嫌って いると、 古代 

れ いきょう 

人の 尊重した 鏡まで が、 日本で 発明した 「鈴 鏡」 とい 

う 鏡 を 除く 以外 は、 すべて 支那へ 返さねば ならない 事 

になる でしよう。 三潴 博士のお 説 は 一笑に 附し 去って 

も 好い ようです が、 これ を 突き詰めて 行く と、 博士の 

お 考とは 反対に、 古来の 日本 文明 を 破壊す ると 共に、 

新しい 日本 文明の 建設 を 阻害す る 結果と なる の を 遺憾 



に 思います。 これと 同様の 保守的 俗論が なお 続々 と 日 

本人の 間に 頭 を 挙げる でしよう。 私たち は 独自の 見識 

を 以て 今後の あらゆる 反動思想 を 批判し 取捨せ ねばな 

りません。 二 九 一九 年 一月) 

(初出 不明) 
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